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斉藤政夫支部長挨拶

佐藤糾副本部長挨拶

新任挨拶の山田斉事務局長

縛会会議模様

山口圭介支店長挨拶

講演会模様

叩
一
口
【
「
一
山
一
叶
へ

㊨
福
島
支
部

か
後
程
お
聞
き
し
た
い
、
と
の
話
が
あ
り
ま
し
た
。

続
い
て
山
口
嵩
相
談
役
・
来
賓
の
方
々
か
ら
そ
れ

ぞ
れ
挨
拶
を
頂
い
た
後
、
い
わ
き
地
区
加
藤
勝
彦
事

務
局
長
を
議
長
に
推
薦
し
議
事
に
入
り
ま
し
た
。

議
事
で
は
、
高
橋
事
務
局
長
か
ら
平
成
3
0
年
庶
事

業
報
告
・
収
支
決
算
報
告
、
村
田
会
計
監
査
か
ら
監

査
報
告
が
行
わ
れ
い
ず
れ
も
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

続
い
て
、
令
和
元
年
度
事
業
計
画
　
（
案
）
・
収
支

予
算
（
案
）
　
が
提
案
さ
れ
ま
し
た
。

事
業
計
画
で
は
、
昨
今
の
諸
事
情
か
ら
従
来
か
ら

全
会
員
に
配
布
し
て
い
た
「
会
員
名
簿
」
は
、
今
年

度
作
成
分
か
ら
「
地
区
3
役
分
と
し
て
5
部
」
程
度

の
配
布
に
し
た
い
。

と
の
提
案
が
さ
れ
ま
し
た
が
、
事
業
計
画
（
案
）

及
び
収
支
予
算
（
案
）
と
も
提
案
通
り
承
認
さ
れ
ま

◎
槍
会
開
催

5
月
2
3
日
土
湯
温
泉
町
向
瀧
旅
館
に
於
い
て
、
令

和
を
迎
え
て
の
福
島
支
部
総
会
を
東
北
地
方
本
部
佐

藤
組
副
本
部
長
、
退
職
者
の
会
福
島
県
協
議
会
伏
見

書
弘
事
務
局
長
を
来
賓
に
迎
え
開
催
い
た
し
ま
し
た
。

星
日
出
明
副
支
部
長
の
開
会
の
言
葉
に
続
き
、
斉

藤
政
夫
支
部
長
が
挨
拶
を
行
い

・
電
友
会
活
動
で
は
N
T
T
グ
ル
ー
プ
か
ら
の
支
援

に
よ
る
と
こ
ろ
が
大
で
あ
る
た
め
、
N
T
T
の
諸
活

動
へ
の
協
力
を
引
き
続
き
お
願
い
し
た
い
。

・
ま
た
、
平
成
3
0
年
度
は
全
国
的
に
会
農
が
減
少
す

る
中
、
福
島
支
部
管
内
で
は
唯
一
白
河
地
区
が
増
と

な
っ
て
い
る
。
何
か
特
別
な
施
策
を
行
っ
て
い
る
の

し
た
。
（
従
っ
て
、
今
年
度

発
行
予
定
の
会
員
名
簿
の

会
員
へ
の
配
布
は
な
く
な

り
ま
す
。
）

最
後
に
、
役
員
の
改
選

に
つ
い
て
提
案
さ
れ
次
の

と
お
り
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

・
事
務
局
長

新
任

山
田
　
斉
（
所
属
福
島
地
区
事
務
局
長
）
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懇親会参加者

会議の模様

謬園闇掛率攣讐ア随感アア

来賓挨拶NTT田高総務担当課長

退
任
　
高
橋
　
敬
一

総
会
終
了
後
、
支
部
の
顧
問
で
も
あ
る
N
T
T
東

日
本
福
島
支
店
山
口
圭
介
支
店
長
か
ら
、
N
T
T
東

日
本
の
動
向
「
地
域
と
共
に
歩
む
福
島
支
店
」
と
題

し
講
演
を
頂
き
ま
し
た
。

懇
親
会
で
は
、
N
T
T
田
高
総
務
担
当
課
長
の
参

加
を
得
、
挨
拶
を
頂
き
、
総
会
で
議
長
を
務
め
た
、

い
わ
き
地
区
加
藤
事
務
局
長
が
乾
杯
の
音
頭
を
と
り

酒
宴
に
入
り
ま
し
た
。

宴
が
進
む
に
つ
れ
カ
ラ
オ
ケ
も
飛
び
出
し
、
年
1

度
の
総
会
で
し
か
合
え
な
い
旧
知
の
方
々
の
談
笑
が

続
き
ま
し
た
。

宴
も
盛
り
上
が
り
カ
ラ
オ
ケ
も
飛
び
出
し
楽
し
い
新

年
会
と
な
り
ま
し
た
。
会
員
の
皆
さ
ん
、
今
年
も
元

気
で
活
気
あ
ふ
れ
る
電
友
会
に
し
て
行
き
ま
し
ょ
う
。

㊨
福
島
地
区
電
友
舎

◎
平
成
3
1
年
福
島
地
区
新
年
会
開
催

1
月
2
4
日
恒
例
の
福
島
地
区
新
年
会
を
、
ザ
・
セ

レ
ク
ト
ン
ホ
テ
ル
福
島
恵
比
寿
に
お
い
て
、
N
T
T

東
日
本
福
島
支
店
田
高
総
務
担
当
課
長
、
N
T
T
労

組
退
職
者
の
会
福
島
地
区
協
議
会
簾
田
会
長
、
電
友

吾
妻
会
伊
藤
会
長
、
高
橋
秀
樹
福
島
県
議
会
議
貞
ら

を
来
賓
に
迎
え
、
6
4
名
の
参
加
を
得
て
開
催
し
ま
し

た。
斉
藤
政
夫
会
長
挨
拶
、
来
賓
の
挨
拶
の
あ
と
菅
家

政
利
さ
ん
の
　
「
新
年
祝
の
詩
」
に
続
き
、
今
年
の
年

男
を
代
表
し
て
小
林
耕
喜
さ
ん
の
乾
杯
で
祝
宴
に
入

り
ま
し
た
。
今
年
も
清
酒
を
抽
選
で
各
テ
ー
ブ
ル
に

配
布
し
、
そ
れ
ぞ
れ
を
飲
み
比
べ
て
頂
き
ま
し
た
。

暫
く
ぶ
り
に
合
う
旧
知
の
方
と
の
談
笑
が
進
む
中

◎
第
4
回
役
員
会
を
開
催
し
ま
し
た

平
成
3
1
年
度
最
後
と
な
る
役
員
会
を
、
3
月
2
6
日

N
T
T
花
園
ビ
ル
2
階
会
議
室
に
お
い
て
、
役
員
1
5

名
参
加
に
よ
り
開
催
し
ま
し
た
。

会
議
の
内
容
は
次
の
と
お
り
で
す
。

1
、
平
成
3
0
年
度
事
業
計
画
の
実
施
状
況
に
つ
い

て

2
、
平
成
3
1
年
度
事
業
計
画
（
案
）
　
に
つ
い
て

3
、
平
成
3
1
年
度
役
員
改
選
　
（
案
）
　
に
つ
い
て

4
、
平
成
3
1
年
度
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
賞
の
推
薦
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斉藤会長挨拶

新役員の挨拶模様

議長　丹野博薫さん喜寿の皆さん

退任する役員の方々
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に
つ
い
て

5
、
平
成
3
1
年
度
各
種
会
議
の
日
程
に
つ
い
て

6
、
平
成
3
1
年
度
福
島
地
区
総
会
及
び
観
桜
会
に

つ
い
て

の
話
が
あ
り
ま
し
た
。

続
い
て
、
当
日
参
加
し

た
米
寿
・
喜
寿
を
迎
え
た

会
員
8
名
の
方
に
会
長
か

ら
、
記
念
品
の
贈
呈
が
行

わ
れ
ま
し
た
。

次
い
で
、
議
長
に
丹
野

博
薫
さ
ん
を
選
出
し
議
事

に
入
り
ま
し
た
。

3
0
年
度
事
業
報
告
・
決

算
報
告
及
び
会
計
監
査

結
果
の
承
認
、
さ
ら
に
3
1

年
度
事
業
計
画
（
案
）
　
及

び
予
算
（
案
）
　
の
提
案
に

ん
・
阿
部
忠
さ
ん
・
松
浦

宏
光
さ
ん
、
長
い
間
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

お
わ
り
に
、
こ
の
1
年

で
新
た
に
入
会
さ
れ
た
方

の
紹
介
が
あ
り
、
総
会
は

無
事
に
終
了
し
ま
し
た
。

◎
平
成
3
1
年
度
定
期
総
会
開
催

4
月
1
9
日
ホ
テ
ル
エ
ク
セ
ル
恵
比
寿
に
お
い
て
、

平
成
の
年
号
で
最
後
と
な
る
定
期
総
会
が
開
催
さ
れ

会
員
7
1
名
が
参
加
し
ま
し
た
。

末
永
副
会
長
が
司
会
進
行
を
行
い
、
初
め
に
こ
こ

1
年
間
で
逝
去
さ
れ
た
会
員
目
名
に
対
し
全
員
で
黙

と
う
を
行
っ
た
後
、
斉
藤
会
長
が
挨
拶
に
立
ち
、
平

成
3
0
年
度
計
画
し
た
事
業
は
ほ
ぼ
順
調
に
行
え
た
こ

と
、
3
1
年
度
計
画
に
つ
い
て
審
議
い
た
だ
き
た
い
と

つ
い
て
も
、
そ
れ
ぞ
れ
承
認
を
頂
き
ま
し
た
。
ま
た

役
員
改
選
も
行
わ
れ
ま
し
た
。

議
事
が
全
て
終
了
し
議
長
解
任
後
、
今
回
で
退
任

さ
れ
た
役
員
4
名
の
方
々
に
、
会
長
か
ら
御
礼
の
品

が
渡
さ
れ
ま
し
た
。
横
山
紘
さ
ん
・
小
笠
原
生
雄
さ

◎
平
成
3
1
年
観
桜
会
開
催

4
月
1
9
日
ホ
テ
ル
エ
ク
セ
ル
恵
比
寿
に
お
い
て
、

定
期
総
会
の
後
、
恒
例
の
観
桜
会
が
開
催
さ
れ
来
賓

4
名
・
会
員
7
4
名
が
参
加
し
ま
し
た
。

会
の
司
会
進
行
は
、
今
総
会
で
新
任
さ
れ
た
山
田

事
務
局
長
に
よ
り
始
ま
り
ま
し
た
。
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大場さんによる乾杯

「花宴」開催模様

斎藤馨さんの仮装

佐々木さんの中締め

斉藤会長挨拶

ー▼一・．－一一　　　　　　　　－

退任の岸波さん（向かって右側）古川さんによる乾杯

来
賓
の
方
々
の
挨
拶
の
後
、
喜
寿
者
を
代
表
し
て

大
塚
さ
ん
の
音
頭
に
よ
り
乾
杯
を
行
い
花
宴
に
入
り

ま
し
た
。
今
回
も
恒
例
の
、
県
産
銘
酒
を
抽
選
に
よ
り
各

テ
ー
ブ
ル
に
1
本
ず
つ
配
ら
れ
ま
し
た
。
花
宴
も
進
む

に
つ
れ
、
進
行
係
を
カ
ラ
オ
ケ
ク
ラ
ブ
が
務
め
、
カ
ラ

オ
ケ
は
順
番
待
ち
の
状
況
で
し
た
。
ま
た
、
斎
藤
馨

さ
ん
の
仮
装
に
よ
る
創
作
ダ
ン
ス
も
飛
び
出
し
大
い

明
な
ど
も
あ
り
1
か
月
早
め
の
開
催
と
な
り
ま
し
た
。

山
田
斉
事
務
局
長
の
司
会
に
よ
り
、
末
永
秀
昭
副
会

に
盛
り
上
が
り
ま
し
た
。

楽
し
い
時
間
の
た
つ
の

は
早
い
も
の
で
す
、
佐
々

木
新
事
務
局
次
長
の
3
本

締
め
の
中
締
め
が
行
わ
れ
、

ま
た
、
元
気
に
秋
の
O
B
・

O
G
交
流
会
で
お
逢
い
す

る
こ
と
を
約
束
し
、
盛
会
の
う
ち
に
終
宴
と
な
り
ま

した。
◎
令
和
元
年
度
第
1
回
役
員
会
兼
地
域
担
当
幹
事
会

議
開
催

5
月
1
4
日
福
島
テ
ル
サ
に
お
い
て
、
2
9
名
の
参
加

に
よ
り
会
議
を
開
催
し
ま
し
た
。
こ
の
会
議
は
、
今

年
1
年
の
事
業
計
画
を
推
進
す
る
た
め
、
役
員
・
幹

事
の
意
識
合
わ
せ
の
会
議
と
し
て
例
年
6
月
開
催
し

て
い
ま
し
た
が
、
今
年
は
先
の
総
会
で
承
認
さ
れ
た

地
域
幹
事
に
よ
る
「
会
費
徴
収
」
　
の
、
具
体
的
な
説

長
の
開
会
の
こ
と
ば
、

斉
藤
政
夫
会
長
・
山
口

嵩
相
談
役
の
あ
い
さ
つ

の
あ
と
、
今
期
で
地
域

幹
事
を
退
任
す
る
岸
波

喬
さ
ん
に
斉
藤
会
長
か

ら
記
念
品
が
贈
呈
さ
れ

ま
し
た
。
議
事
で
は
、
事
業
計

画
の
具
体
的
な
進
め
方

・
役
員
幹
事
の
役
割
な

ど
に
つ
い
て
事
務
局
か

ら
説
明
し
、
事
業
計
画

の
再
確
認
と
意
識
を
合

わ
せ
る
こ
と
が
出
来
ま

した。会
議
終
了
後
、
場
所

を
珍
満
賓
館
に
移
し
懇

親
会
を
行
い
ま
し
た
。

宴
は
新
役
員
の
古
川
純

三
さ
ん
に
よ
る
乾
杯
に

よ
り
始
ま
り
、
中
華
料

理
と
県
産
銘
酒
を
頂
き

懇
親
を
深
め
盛
会
の
う
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第214回大会参加者

PC教室開催模様

ち
に
お
開
き
と
な
り
ま
し
た
。

な
お
、
各
大
会
の
結
果
は
次
の
通
り
で
す
。

・
第
2
1
2
回
大
会

パ
ー
シ
モ
ン
C
・
C

優
勝
　
鈴
木
　
義
典

・
第
2
1
3
回
大
会

パ
ー
シ
モ
ン
C
・
C

優
勝
　
三
浦
　
利
夫

・
第
2
1
4
回
大
会

パ
ー
シ
モ
ン
C
・
C

優
勝
　
佐
々
木
　
充

・
第
2
1
5
回
大
会

福
島
民
報
ゴ
ル
フ
C

平
成
3
0
年
日
月
1
6
日

ハ
ン
デ
戦

準
優
勝
　
堀
内
　
良
巳

平
成
3
1
年
3
月
2
7
日

W
ぺ
リ
ア
戦

準
優
勝
　
末
永
　
秀
昭

平
成
3
1
年
4
月
2
4
日

斬
新
ぺ
リ
ア
戦

準
優
勝
　
太
田
　
岩
夫

令
和
元
年
5
月
1
7
日

ハ
ン
デ
戦

優
勝
　
阿
部
　
義
則
　
　
準
優
勝
　
阿
部
　
孝
一

㈲
悠
々
ク
ラ
ブ

悠
々
ク
ラ
ブ
の
活
動
理
念
『
会
員
相
互
I
T
ス
キ

ル
の
知
識
を
出
し
合
い
、
ス
キ
ル
が
不
足
し
て
い
る

会
員
は
I
T
ス
キ
ル
を
身
に
つ
け
、
生
か
し
、
社
会

貢
献
す
る
こ
と
を
目
標
と
し
て
活
動
す
る
』
と
し
て

お
り
ま
す
。

・
例
会
活
動

1
0
月
1
8
日

H
P
・
動
画
・
テ
キ
ス
ト
デ
ィ
ジ
ー
　
5
名

1
1
月
2
1
日

テ
キ
ス
ト
デ
ィ
ジ
ー
・
H
P
・
デ
ス
ク
ト
ッ
プ
の

◎
サ
ー
ク
ル
活
動
状
況

〓
し
の
ぶ
ゴ
ル
フ
倶
楽
部

昨
年
1
1
月
1
6
日
、
会
場
パ
ー
シ
モ
ン
C
・
C
に
て

第
2
1
2
回
大
会
を
開
催
し
競
技
会
終
了
後
、
総
会

を
行
な
い
活
動
報
告
・
年
間
皆
勤
賞
等
表
彰
を
行
い

斎
藤
孝
雄
会
長
が
退
任
さ
れ
る
事
を
受
け
、
新
会
長

に
太
田
岩
夫
さ
ん
を
選
任
し
、
懇
親
を
深
め
な
が
ら

閉
会
し
ま
し
た
。

新
年
度
の
大
会
開
催
は
、
会
場
パ
ー
シ
モ
ン
C
・

C
に
て
第
2
1
3
回
を
新
太
田
会
長
の
始
球
式
で
ス

タ
ー
ト
し
ま
し
た
。
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縛会・井上会長挨拶

タ
ス
ク
バ
ー
の
整
理
　
4
名

1
2
月
2
0
日

デ
ー
タ
ー
の
移
転
　
5
名

1
月
1
7
日

テ
キ
ス
ト
デ
ィ
ジ
ー
　
4
名

2
月
2
1
日

新
規
テ
キ
ス
ト
配
本
　
5
名

3
月
2
2
日

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
ニ
ア
キ
ス
ト
デ
ィ
ジ
ー
　
3
名

・
そ
の
他
勉
強
会
を
2
回
開
催

・
福
島
支
部
へ
の
支
援

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
へ
の
タ
イ
リ
ー
な
メ
ン
テ
ナ
ン
ス

の
実
施
。

・
P
C
教
室
の
開
催
　
下
半
期
1
2
回
延
べ
4
9
名

ワ
ー
ド
、
エ
ク
セ
ル
、
画
像
編
集
、
プ
リ
ン
タ
ー

の
初
期
設
定
、
メ
ー
ル
等

・
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動

視
覚
障
害
支
援
組
織
「
に
じ
の
会
」
　
に
対
す
る
支

援
活
動
。
デ
ィ
ジ
ー
図
書
作
成
の
た
め
の
高
性
能
ス
キ
ャ

ナ
ー
を
活
用
し
テ
キ
ス
ト
デ
ー
タ
化
及
び
デ
ィ
ジ
ー

化
。
今
回
手
掛
け
た
も
の
は
、
世
界
を
見
る
た
め
の

3
8
護
∵
世
界
を
変
え
た
偉
人
た
ち
の
ウ
ラ
の
顔
等
面

白
い
図
書
に
取
り
組
み
ま
し
た
。

な
お
、
過
年
度
作
成
し
た
図
書
は
サ
ピ
エ
図
書
館

（
音
声
図
書
の
国
会
図
書
館
）
　
に
お
い
て
例
え
ば
よ

う
く
わ
か
る
障
害
者
福
祉
・
は
じ
め
て
あ
う
日
本
文

学
な
ど
約
4
0
冊
1
1
0
0
回
以
上
利
用
さ
れ
て
い
ま

す。
ま
た
、
来
る
べ
く
2
0
2
0
年
1
月
の
ウ
イ
ン
ド

ウ
ズ
7
の
保
証
期
限
が
切
れ
る
こ
と
、
O
S
か
ら
O

S
の
変
更
を
会
員
以
外
の
方
々
へ
も
サ
ポ
ー
ト
い
た

し
た
い
と
思
い
ま
す
の
で
、
ご
相
談
お
待
ち
し
て
お

り
ま
す
。

㈱
麻
雀
ク
ラ
ブ

・
1
1
月
川
日
　
平
成
3
0
年
度
第
4
回
例
会

優
勝
　
井
上
　
健
一
　
準
優
勝
　
愛
澤
　
雅
弘

・
4
月
1
3
日
　
平
成
3
1
年
度
定
期
総
会
を
、
N
T
T

山
下
ビ
ル
O
B
サ
ロ
ン
に
於
い
て
、
会
員
8
名
の
参

加
で
開
催
し
ま
し
た
。

井
上
会
長
挨
拶
後
、

八
巻
事
務
局
長
か
ら
前

年
度
の
活
動
報
告
・
会

計
報
告
が
行
わ
れ
た
後
、

今
年
度
の
活
動
に
つ
い

て
は
例
年
通
り
、
3
か

月
に
1
回
例
会
を
行
う
こ
と
で
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

総
会
後
の
対
局
で
の
入
賞
者
は
次
の
方
々
で
し
た
。

優
勝
　
斉
藤
　
光
夫
　
　
準
優
勝
　
竹
田
　
正
志

㈲
囲
碁
ク
ラ
ブ

4
月
2
4
日
N
T
T
O
B
サ
ロ
ン
に
於
い
て
、
平
成

3
1
年
度
の
定
期
総
会
を
会
員
1
1
名
の
参
加
に
よ
り
開

催
し
ま
し
た
。

平
成
3
0
年
度
の
活
動
報
告
及
び
収
支
決
算
報
告
を

行
い
承
認
さ
れ
、
次
に
今
年
度
の
事
業
計
画
（
案
）

及
び
予
算
（
案
）
　
に
つ
い
て
も
そ
れ
ぞ
れ
承
認
さ
れ

ま
し
た
。
ま
た
、
役
員
に
つ
い
て
は
全
員
留
任
す
る

こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

引
き
続
き
同
所
に
於
い
て
観
桜
大
会
を
行
い
、
結

果
は
次
の
と
お
り
で
し
た
。

優
勝
　
大
塚
　
正
膿
　
　
準
優
勝
　
菱
沼
　
透

㈱
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
倶
楽
部

・
サ
ー
ク
ル
交
流
会

4
年
日
を
迎
え
た
三
地
区
（
相
馬
・
南
相
馬
・
福
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総会模様

定期総会参加の皆さん

島
）
　
の
会
員
交
流
会
、
今
回
は
コ
ー
ス
を
相
馬
光
陽

P
G
場
か
ら
松
川
浦
P
G
場
に
変
え
て
日
月
6
日
に

開
催
し
ま
し
た
。
交
流
会
に
は
昨
年
と
同
様
に
会
員

3
8
名
が
集
合
、
和
や
か
な
雰
囲
気
の
中
で
開
催
し
ま

し
た
。
競
技
終
了
後
は
、
参
加
者
全
員
で
弁
当
を
ほ

お
ば
り
な
が
ら
交
流
を
深
め
あ
い
ま
し
た
。

・
サ
ー
ク
ル
主
催
の
競
技
大
会

競
技
大
会
は
、
真
夏
の
8
月
、
及
び
酷
寒
期
の
1

月
～
2
月
を
除
き
、
相
馬
光
陽
P
G
場
と
福
島
市
P

G
場
を
交
互
に
使
用
す
る
方
式
に
よ
り
、
毎
月
開
催

し
ま
し
た
。
大
会
で
は
、

そ
れ
ぞ
れ
和
や
か
な
雰
囲

気
の
中
で
、
思
い
思
い
の

プ
レ
ー
を
存
分
に
楽
し
み

ま
し
た
。
成
績
は
、
次
の

と
お
り
で
す
。

・
H
3
0
年
度
（
1
1
月
～
）

例
と
な
っ
た
大
久
保
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
に
よ
る
「
エ
チ

ケ
ッ
ト
・
マ
ナ
ー
・
ル
ー
ル
」
　
の
勉
強
会
を
開
催
、

改
め
て
ル
ー
ル
等
の
大
切
さ
を
全
員
で
確
認
し
あ
い

ま
し
た
。

㈲
カ
ラ
オ
ケ
ク
ラ
ブ

第
7
回
大
会
（
1
2
月
7
日
）

優
勝
　
板
垣
　
文
雄
　
　
準
優
勝
　
水
口
　
厚
三

第
8
回
大
会
（
3
月
2
6
日
）

優
勝
　
板
垣
　
文
雄
　
　
準
優
勝
　
武
藤
　
克
江

・
H
3
1
年
度

第
1
回
大
会
　
（
4
月
1
6
日
）

優
勝
　
山
田
　
昌
義
　
　
準
優
勝
　
菊
田
　
秀
雄

・
平
成
3
1
年
度
定
期
総
会

4
月
1
1
日
、
福
島
市
民
会
館
を
会
場
に
し
て
会
員

1
2
名
が
出
席
し
て
総
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

総
会
で
は
H
3
0
年
度
の
事
業
報
告
や
会
計
決
算
報

告
に
引
続
き
、
H
3
1
年
度
の
活
動
計
画
（
案
）
等
に

・
1
1
月
1
9
日

・
1
2
月
1
7
日

・
l
月
2
1
日

・
2
月
1
8
日

・
3
月
1
8
日

・
4
月
1
5
日

今
年
度
も
、

カ
ラ
オ
ケ
ボ
ッ
ク
ス
　
　
6
名
参
加

ス
ナ
ッ
ク
　
　
　
　
　
　
1
2
名
参
加

カ
ラ
オ
ケ
ボ
ッ
ク
ス
　
　
8
名
参
加

ス
ナ
ッ
ク
　
　
　
　
　
　
9
名
参
加

カ
ラ
オ
ケ
ボ
ッ
ク
ス
　
　
7
名
参
加

ス
ナ
ッ
ク
　
定
期
総
会
　
1
3
名
参
加

原
則
月
1
回
第
3
月
曜
日
午
後
4
時

か
ら
、
奇
数
月
は
「
ボ
ッ
ク
ス
」
、
偶
数
月
は
「
ス
ナ
ッ
ク
」

つ
い
て
活
発
な
意
見
交
換

が
行
わ
れ
た
後
、
満
場
一

致
で
可
決
承
認
さ
れ
ま
し

た
。
そ
の
後
、
役
員
改
選

が
行
わ
れ
、
現
役
員
が
全

員
、
留
任
と
な
り
ま
し
た
。

総
会
終
了
後
に
は
、
恒



各地区電友会だより（福島）

19

そば切り挑戦の伊藤さん

同じく末永さん

華麗なフォーム
第3回大会優勝の末永さん

で
例
会
を
開
催
す
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。

の
そ
ば
を
楽
し
む
会

・
1
1
月
7
日
　
　
　
　
　
　
2
1
名
参
加

・
1
2
月
5
日
　
忘
年
会
　
　
1
8
名
参
加

・
1
月
9
日
　
新
年
会
　
　
1
3
名
参
加

・
2
月
7
日
　
　
　
　
　
　
2
4
名
参
加

・
3
月
7
日
　
　
　
　
　
　
2
4
名
参
加

・
4
月
1
5
日
　
定
期
総
会
　
1
5
名
参
加

総
会
は
、
伏
見
宅
道
場
に
て
行
い
、
今
回
は
師
匠

と
弟
子
の
小
野
さ
ん
が
打
っ
た
そ
ば
を
、
参
加
者
そ

れ
ぞ
れ
が
切
り
・
ゆ
で
上
げ
た
も
の
を
食
べ
る
こ
と

に
し
、
ゆ
で
あ
が
っ
た
そ
ば
を
肴
に
酒
宴
に
移
り
、

そ
ば
談
議
に
花
が
咲
き
ま
し
た
。

了
後
に
は
懇
親
会
を
開
催
し
会
員
同
士
の
交
流
を
さ

ら
に
深
め
る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。

1
2
月
1
0
日

第
2
回
大
会
（
か
ら
し
ま
ボ
ウ
ル
福
島
）

優
勝
　
皆
川
美
和
子
　
　
準
優
勝
　
鈴
木
　
敏
和

3
月
l
日

第
3
回
大
会

優
勝
　
末
永

（
か
ら
し
ま
ボ
ウ
ル
福
島
）

秀
昭
　
　
準
優
勝
　
根
本
　
芳
則

㈱
ボ
ウ
リ
ン
グ
ク
ラ
ブ

平
成
3
0
年
8
月
に
2
9
名
で
立
ち
上
げ
た
ボ
ウ
リ
ン

グ
ク
ラ
ブ
で
す
。

大
会
は
前
回
ま
で
の
成
績
を
元
に
ハ
ン
デ
ィ
戦
で

実
施
し
た
こ
と
か
ら
、
誰
で
も
優
勝
す
る
可
能
性
が

あ
る
楽
し
い
大
会
に
な
り
ま
し
た
。
ま
た
、
大
会
終

第
4
9
回
定
期
総
会
が
4
月
9
日
、
福
島
グ
リ
ー
ン

パ
レ
ス
で
3
2
名
の
参
加
を
頂
き
、
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

ご
来
賓
の
N
T
T
東
日
本
福
島
支
店
企
画
総
務
担
当

課
長
田
高
光
将
様
、
福
島
地
区
斉
藤
政
夫
会
長
、
高

橋
秀
樹
県
議
会
議
貞
よ
り
ご
挨
拶
を
頂
戴
し
ま
し
た
。

斉
藤
会
長
か
ら
は
、
N
T
T
O
B
の
4
人
に
1
人

が
女
性
の
た
め
、
昨
年
電
友
会
の
ロ
ゴ
マ
ー
ク
も
従

来
の
「
O
B
」
か
ら
「
O
B
・
O
G
」
と
変
更
に
な
っ

た
話
や
、
全
国
的
に
会
員
数
が
減
少
し
て
い
る
こ
と

な
ど
の
説
明
を
頂
き
ま
し
た
。

総
会
の
議
案
審
議
は
活
動
報
告
、
活
動
計
画
等
に

つ
い
て
満
場
一
致
で
可
決
承
認
さ
れ
閉
会
し
ま
し
た
。

又
、
祝
古
希
の
方
4
名
、
祝
米
寿
の
方
2
名
を
ご

㊨
電
友
吾
嚢
会

◎
定
期
総
会
開
催
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披
露
さ
せ
て
頂
き
ま
し
た
。
懇
親
会
で
は
、
日
本
舞

踊
で
う
っ
と
り
、
歌
謡
曲
に
合
わ
せ
た
楽
し
い
踊
り

で
会
場
が
爆
笑
し
た
り
、
ご
来
賓
の
方
々
に
も
カ
ラ

オ
ケ
に
参
加
し
て
頂
く
等
、
デ
ュ
エ
ッ
ト
し
た
り
で

時
間
の
過
ぎ
る
の
を
忘
れ
る
く
ら
い
若
返
っ
て
楽
し

み
ま
し
た
。

◎
お
ひ
な
祭
り

桃
の
花
が
咲
く
に
は
少
し
ば
か
り
早
い
、
3
月
3

日
、
恒
例
の
お
ひ
な
祭
り
を
し
ま
し
た
。

今
年
は
、
改
元
が
予
定
さ
れ
て
い
る
た
め
、
平
成

最
後
の
お
ひ
な
祭
り
で
吾
妻
会
と
し
て
は
2
7
回
冒
と

な
り
ま
す
。
よ
く
ぞ
こ
こ
ま
で
続
け
て
き
た
も
の
と

自
画
自
賛
し
、
過
ぎ
し
日
の
事
な
ど
思
い
出
し
ま
し

た
。
あ
の
頃
は
ま
だ
若
く
、
会
員
も
多
か
っ
た
の
で

す
が
、
今
は
殆
ど
の
人
が
孫
や
曾
孫
を
持
つ
お
婆

ち
ゃ
ん
に
な
り
ま
し
た
。
そ
れ
で
も
女
に
生
ま
れ
年

に
1
度
の
お
ひ
な
祭
り
は
嬉
し
い
集
い
で
す
。
2
7
年

間
変
わ
る
こ
と
な
く
飾
ら
れ
る
「
お
内
裏
様
」
も
「
タ

ペ
ス
ト
リ
ー
」
も
「
つ
る
し
び
な
」
も
喜
ん
で
並
べ

ら
れ
ま
し
た
。

今
年
は
福
島
の
作
曲
家
「
古
関
裕
而
」
　
の
ド
ラ
マ

化
が
決
ま
っ
て
い
ま
す
の
で
、
彼
の
デ
ビ
ュ
ー
曲
「
船

頭
可
愛
や
」
　
の
踊
り
で
幕
を
明
け
「
麦
畑
」
　
の
踊
り

や
役
員
た
ち
の
仮
装
踊
り
で
大
い
に
盛
り
上
が
り
ま

した。会
員
の
岸
波
さ
ん
手
作
り
の
三
猿
（
見
ざ
る
、
聞

か
ざ
る
、
言
わ
ざ
る
）
　
の
可
愛
ら
し
い
飾
り
も
の
の

お
土
産
を
い
た
だ
き
、
又
来
年
も
元
気
に
会
う
こ
と

を
約
束
し
て
散
会
し
ま
し
た
。

今
年
度
は
牛
乳
パ
ッ
ク
で
小
物
入
れ
、
何
が
入
る

か
、
入
れ
る
か
あ
な
た
次
第
。
あ
め
を
入
れ
て
お
持

ち
し
ま
し
た
。
「
喜
ん
で
く
れ
る
か
な
」

半
年
か
け
て
プ
レ
ゼ
ン
ト
作
り
は
と
も
か
く
自
分

た
ち
の
宝
物
を
持
っ
て
帰
る
の
が
コ
ン
セ
プ
ト
。
今

年
は
ま
ず
最
初
は
エ
コ
た
わ
し
、
1
0
0
円
シ
ョ
ッ

プ
で
材
料
を
チ
ョ
イ
ス
。
簡
単
で
安
上
が
り
見
栄
え

も
上
々
　
「
使
え
る
ね
」
と
言
わ
せ
る
も
の
が
出
来
上

が
り
ま
す
。
み
ん
な
知
恵
を
絞
っ
て
「
宝
だ
ね
、
便

利
だ
ね
よ
く
で
き
た
ね
」
と
言
わ
れ
る
も
の
を
目
指

し
た
み
ん
な
で
ワ
イ
ワ
イ
楽
し
く
知
恵
を
絞
る
。
絞

る。

◎
サ
ー
ク
ル
活
動

囲
手
作
り
サ
ー
ク
ル

手
作
り
作
品
を
介
護
施
設
に
ク
リ
ス
マ
ス
プ
レ
ゼ

ン
ト
と
し
て
贈
り
始
め
て
2
0
年
。
毎
年
何
が
喜
ば
れ

る
か
み
ん
な
で
試
行
錯
誤
し
、
ガ
ー
ゼ
ハ
ン
カ
チ
、

台
拭
き
な
ど
使
え
る
も
の
を
会
員
皆
目
標
に
頑
張
っ

て
作
り
ま
し
た
。
当
初
の
目
的
は
変
わ
り
あ
り
ま
せ

ん
が
も
の
が
豊
富
な
今
、
プ
レ
ゼ
ン
ト
と
し
て
何
が

喜
ば
れ
る
か
知
恵
の
だ
し
ど
こ
ろ
で
す
。

㈱
絵
手
紙
サ
ー
ク
ル
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例会の模様

十万劫登山

発
足
し
て
1
2
年
冒
。
た
だ
今
会
員
8
名
。
最
近
に

な
っ
て
仲
間
が
増
え
頼
も
し
い
限
り
。
花
を
措
く
こ

と
が
多
い
が
和
や
か
な
雰
囲
気
に
な
る
。
季
節
の
花

が
う
れ
し
い
。
多
い
の
は
草
花
。
か
わ
い
い
が
な
か

な
か
難
し
い
。
隣
を
盗
み
見
て
　
「
な
る
ほ
ど
う
ま
い

も
ん
だ
」
真
似
を
す
る
。
し
か
し
、
隣
の
よ
う
に
は

な
ら
な
い
。
「
下
手
で
も
い
い
自
分
だ
け
の
絵
手
紙
」

が
で
き
る
。
二
言
加
え
て
ほ
っ
こ
り
を
加
え
る
。
集

ま
っ
て
や
っ
て
い
る
か
ら
一
味
違
う
も
の
が
出
来
上

が
る
。
ぼ
た
ん
、
ふ
じ
、
桜
は
青
空
と
、
さ
わ
や
か

な
風
の
中
で
感
じ
る
。
そ
し
て
感
じ
て
書
く
。
そ
ん

な
事
は
無
理
か
な
？
で
も
で
き
ま
す
。
も
う
一
つ
の

楽
し
み
お
し
ゃ
べ
り
と
、
温
か
い
お
茶
で
。

㈱
し
の
ぶ
里
山
ト
レ
ッ
キ
ン
グ
倶
楽
部

活
動
状
況
は
次
の
通
り
で
す
。

・
1
1
月
2
日
霊
山
　
　
8
2
5
m

・
1
2
月
1
4
日
虎
捕
山
　
7
0
5
m

2
0
名
参
加

1
3
名
参
加

・
1
2
月
2
6
日
活
動
状
況
報
告
及
び
忘
年
会
1
5
名
参
加

・
1
月
1
8
日
高
松
山
　
1
9
5
m
　
　
　
1
7
名
参
加

・
2
月
1
5
日
信
夫
山
　
2
7
5
m
　
　
　
1
4
名
参
加

・
3
月
2
9
日
花
見
山
経
由
十
万
劫
山
4
2
9
m
1
6
名

参
加
。
福
島
の
誇
る
花
の
名
称
花
見
山
は
、
彼
岸
桜
、

東
海
桜
、
ヒ
ユ
ー
ガ
ミ
ズ
キ
、
サ
ン
シ
ユ
ユ
等
が
満

開
の
美
し
い
景
観
で
迎
え
て
く
れ
た
。
4
度
目
の

十
万
劫
山
で
は
、
芽
吹
い
た
樹
々
の
合
間
か
ら
、
春

雪
を
抱
い
た
吾
妻
連
峰
が
美
し
か
っ
た
。

・
4
月
1
2
日
第
1
2
回
総
会
を
山
下
ビ
ル
O
B
サ
ロ
ン

で
開
催
、
2
0
名
参
加
。
新
年
度
の
活
動
計
画
等
が
承

認
さ
れ
た
。
異
常
気
象
の
多
い
1
年
で
し
た
が
、
幸

運
に
も
天
候
に
恵
ま
れ
、
会
員
の
皆
様
の
協
力
の
お

陰
で
計
画
通
り
達
成
出
来
ま
し
た
。

⑳
電
電
相
馬
ク
ラ
ブ

◎
N
T
T
福
島
グ
ル
ー
プ
O
B
。
O
G
交
流
会
開
催

相
馬
・
南
相
馬
合
同
O
B
・
O
G
交
流
会
を
原
町

の
担
当
で
開
催
し
ま
し
た
。

実
施
日
　
　
平
成
3
0
年
1
0
月
2
5
日

実
施
場
所
　
南
相
馬
市
「
森
の
湯
」

参
加
者
　
　
4
8
名

今
年
も
電
友
会
、
N
T
T
労
組
退
職
者
の
会
、
N

T
T
東
日
本
福
島
支
店
と
の
共
催
で
O
B
・
O
G
交

流
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

O
B
・
O
G
交
流
会
実
行
委
員
会
鈴
木
茂
さ
ん
の

司
会
で
、
実
行
委
員
会
代
表
の
半
谷
敬
一
さ
ん
の
挨

拶
、
N
T
T
東
日
本
－
東
北
福
島
支
店
企
画
総
務
部

長
石
井
宏
昌
様
の
挨
拶
が
あ
り
ま
し
た
。

祝
賀
会
は
実
行
委
員
会
の
南
相
馬
代
表
岡
本
清
義

さ
ん
の
乾
杯
の
音
頭
で
祝
宴
に
入
り
和
や
か
に
昔
の

思
い
出
話
に
花
を
咲
か
せ
ま
し
た
。
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懇親会の模様

◎
文
化
講
演
会
開
催
（
南
相
馬
二
相
馬
合
同
）

O
B
・
O
G
交
流
会
の
前
に
同
会
場
で
南
相
馬
担

当
で
実
施
し
ま
し
た
。

実
施
日
　
　
平
成
3
0
年
1
0
月
2
5
日

実
施
場
所
　
南
相
馬
市
「
森
の
湯
」

参
加
者
　
　
4
8
名

講
師
　
　
　
相
馬
地
方
広
域
消
防
・

南
相
馬
消
防
署
長
様

演
題
　
　
「
東
日
本
大
震
災
に
学
ぶ
こ
と
」

◎
無
人
交
換
所
除
草
作
業

N
T
T
事
業
へ
の
協
力
の
一
環
と
し
て
無
人
交
換

所
の
除
草
作
業
を
有
志
で
取
り
組
み
ま
し
た
。
平
成

3
0
年
9
月
に
第
2
回
目
の
磯
部
、
山
上
交
換
所
を
安

全
第
一
で
作
業
を
進
め
予
定
ど
お
り
完
了
し
ま
し
た
。

◎
サ
ー
ク
ル
活
動

。
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
同
好
会

平
成
3
0
年
1
1
月
6
日
「
松
川
浦
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
場
」

に
お
い
て
相
馬
（
7
名
）
、
南
相
馬
（
2
2
名
）
、
福
島
（
9

名
）
　
で
第
1
6
回
相
馬
、
南
相
馬
、
福
島
O
B
親
睦
パ
ー

ク
ゴ
ル
フ
交
流
大
会
を
行
い
ま
し
た
。

優
勝
は
男
子
の
部
半
谷
敬
一
さ
ん
、
女
子
の
部
半

谷
美
津
子
さ
ん
の
ご
夫
婦
で
し
た
。

大
会
終
了
後
は
成
績
発
表
が
あ
り
昼
食
を
と
り
な

が
ら
大
い
に
親
睦
を
深
め
ま
し
た
。

⑳
電
友
あ
さ
か
会

◎
第
3
6
回
定
期
総
会
開
催

4
月
1
9
日
5
1
名
が
出
席
し
、
ホ
テ
ル
プ
リ
シ
ー
ド

郡
山
に
て
、
竹
谷
郡
山
営
業
支
店
長
代
理
　
（
松
下
課

長
）
・
鈴
木
N
T
T
労
働
組
合
福
島
県
グ
ル
ー
プ
達

な
か
、
近
況
や
現
役
の
頃
の
話
題
・
カ
ラ
オ
ケ
タ
イ

ム
で
笑
顔
・
談
笑
の
盛
会
の
う
ち
に
お
開
き
と
な
り

ま
し
た
。

絡
会
事
務
局
次
長
・
山
ノ

井
退
職
者
の
会
会
長
・
品

川
郡
山
市
長
を
来
賓
に
お

招
き
し
、
ご
挨
拶
を
賜
り

ま
し
た
。
司
会
進
行
は
渡
辺
事
務

局
長
が
行
い
、
物
故
者
5

名
に
黙
祷
を
捧
げ
た
後
、
星
会
長
よ
り
米
寿
5
名
・

喜
寿
6
名
の
長
寿
者
を
紹
介
し
、
記
念
品
を
贈
呈
し

ま
し
た
。
続
い
て
新
会
員
3
名
の
紹
介
と
徽
章
を
贈

呈
し
ま
し
た
。
議
事
に
つ
い
て
は
、
議
長
に
田
中
馨

さ
ん
を
選
出
し
、
平
成
3
0
年
度
一
般
経
過
報
告
・
収

支
決
算
報
告
を
し
た
後
、
平
成
3
1
年
度
事
業
計
画
・

収
支
予
算
に
つ
い
て
報
告
・
審
議
し
、
共
に
原
案
通

り
可
決
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

役
員
改
正
に
つ
い
て
は
「
幹
事
」
安
粛
清
則
さ
ん
、

石
川
マ
サ
子
さ
ん
、
「
会
計
監
査
」
上
妻
昌
子
さ
ん
、

鹿
瀬
新
一
さ
ん
諸
氏
が
そ
れ
ぞ
れ
就
任
し
ま
し
た
。

懇
親
会
に
入
り
司
会
は
常
任
幹
事
の
山
家
普
さ
ん
、

乾
杯
は
星
会
長
の
ご
発
声
に
て
和
や
か
な
雰
囲
気
の

◎
錦
秋
の
越
後
の
旅

電
友
あ
さ
か
会
旅
ク
ラ
ブ
平
成
3
0
年
度
秋
の
1
泊

旅
行
は
「
弥
彦
神
社
参
拝
と
も
み
じ
谷
紅
葉
ま
つ
り
」

で
し
た
。
参
加
者
は
男
性
5
名
女
性
1
2
名
、
計
1
7
名
、

6
0
代
～
8
0
代
と
幅
広
い
年
齢
層
で
し
た
。
当
日
は
天

気
予
報
が
よ
い
方
に
は
ず
れ
て
、
秋
晴
れ
の
素
晴
ら

し
い
天
気
に
恵
ま
れ
朝
9
時
に
郡
山
駅
前
を
出
発
し

ま
し
た
。
バ
ス
は
磐
越
道
を
西
に
走
ら
せ
て
途
中
道

の
駅
で
昼
食
を
済
ま
せ
た
後
、
最
初
の
目
的
地
「
北

方
文
化
博
物
館
」
を
見
学
し
ま
し
た
。
江
戸
時
代
か
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ら
続
い
た
越
後
の
豪
農
の
館
で
素
晴
ら
し
い
庭
園
や

広
い
お
屋
敷
、
美
術
品
等
を
日
で
楽
し
み
ま
し
た
。

そ
の
後
宝
山
酒
造
を
見

学
し
、
数
種
類
の
日
本

酒
を
試
飲
し
て
岩
室
温

泉
の
旅
館
に
到
着
し
ま

し
た
。
宴
会
で
は
先
輩
、

後
輩
の
懐
か
し
い
話
に

花
が
咲
き
、
そ
の
後
カ

ラ
オ
ケ
そ
し
て
恒
例
の
仮
装
踊
り
。

ハ
ロ
ー
ウ
ィ
ン

の
時
期
と
重
な
っ
た
為
今
回
は
特
別
豪
華
な
コ
ス

チ
ュ
ー
ム
で
大
変
盛
り
上
が
り
お
開
き
と
な
り
ま
し

た
。
2
日
日
は
弥
彦
神
社
に
参
拝
し
、
菊
祭
り
が
開

催
中
で
し
た
の
で
出
展
さ
れ
た
方
々
の
丹
精
込
め
た

自
慢
の
菊
を
見
て
回
り
「
絡
麓
だ
ね
」
「
素
晴
ら
し

い
ね
」
　
の
会
話
が
あ
ち
ら
こ
ち
ら
か
ら
聞
こ
え
て
い

ま
し
た
。
そ
し
て
2
日
目
の
メ
イ
ン
の
も
み
じ
谷
。

み
ん
な
で
3
0
分
程
か
け
て
ゆ
っ
く
り
散
策
し
ま
し
た
。

紅
葉
が
ま
さ
に
見
頃
で
感
動
の
連
続
で
し
た
。
そ
の

後
寺
泊
で
昼
食
を
と
り
新
鮮
な
海
産
物
を
買
い
求
め

バ
ス
の
ト
ラ
ン
ク
を
隙
間
な
く
埋
め
、
満
足
し
て
帰

路
に
つ
き
ま
し
た
。
そ
し
て
次
回
も
ま
た
元
気
で
旅

行
に
参
加
で
き
る
よ
う
に
お
互
い
の
健
康
を
願
い
解

散
と
な
り
ま
し
た
。

◎
サ
ー
ク
ル
活
動

用
囲
碁
ク
ラ
ブ

定
例
会
は
6
回
（
大
会
4
回
・
研
修
会
2
回
）
実

施
し
ま
し
た
。
今
期
も
勝
負
と
マ
ナ
ー
に
は
厳
し
く

そ
し
て
「
和
気
諸
々
」
を
モ
ッ
ト
ー
に
活
臥
し
、
研

修
日
で
は
上
級
者
に
よ
る
親
切
な
指
導
で
会
員
の
棋

力
向
上
に
努
め
ま
し
た
。

・
第
6
回
定
例
会
　
1
0
月

A
ク
ラ
ス

優
勝
　
高
橋
　
勝
海
　
　
準
優
勝
　
家
久
来
幸
次

B
ク
ラ
ス

優
勝
　
吉
田
　
重
夫
　
　
準
優
勝
　
上
奏
　
昌
子

・
第
7
回
定
例
会
　
日
月
　
　
研
修
会

・
第
8
回
定
例
会
　
1
2
月

A
ク
ラ
ス

優
勝
　
山
田

B
ク
ラ
ス

優
勝
　
伊
東

・
第
9
回
定
例
会

A
ク
ラ
ス

優
勝
　
山
田

B
ク
ラ
ス

優
勝
　
伊
東

・
第
1
0
回
定
例
会

・
第
日
回
定
例
会

茂
夫
　
　
準
優
勝
　
庄
司
　
三
雄

和
子
　
　
準
優
勝
　
吉
田
　
重
雄

l
月

茂
夫
　
　
準
優
勝
　
高
山
　
博

和
子
　
　
準
優
勝
　
宮
原
　
節
子

2
月
　
研
修
会

3
月

A
ク
ラ
ス

優
勝
　
庄
司
　
三
雄
　
　
準
優
勝
　
熊
田
　
政
雄

B
ク
ラ
ス
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31年度第1回例会
参加の皆さん

◆　十十I 

n8q 

脚を愚兄で盛 �花の放り 

軌針目川痛氾 白河位鞄窪兎友企 み長野泣虫 �闘 給水三色f 閻刊ほ－ 

蒜等…壷… 

幽済漉敵組椚 

塾 及川洋▲f います． 　　　　何戸皇包 

機関紙「生きる」第8号

花苗と指導者の鈴木三枝子さん

優
勝
　
今
泉
　
千
鶴
子
　
　
準
優
勝
　
仲
島
　
功

㈲
県
南
地
区
O
B
ゴ
ル
フ
ク
ラ
ブ

3
0
年
度
の
例
会
は
、
年
間
7
回
を
計
画
し
予
定
通

り
の
開
催
を
実
施
す
る
事
が
出
来
ま
し
た
。
又
3
1
年

度
4
月
例
会
は
総
会
を
兼
ね
て
良
い
メ
ン
バ
ー
と
天

候
に
恵
ま
れ
て
今
年
度
の
ス
タ
ー
ト
を
し
、
ま
た
総

会
で
は
年
間
を
通
し
た
ベ
ス
ト
ス
コ
ア
ー
プ
レ
ー

ヤ
ー
を
桜
満
開
の
中
表
彰
し
祝
福
し
ま
し
た
。

年
間
ベ
ス
ト
ス
コ
ア
賞
と
各
大
会
の
結
果
で
す
。

平
成
3
0
年
度
ベ
ス
ト
ス
コ
ア
賞

最
優
秀
賞
　
渡
辺
守
康
　
　
優
秀
賞
　
塩
田
一

レ
デ
ィ
ス
賞
　
藤
井
京
子

・
3
0
年
度
第
6
回
　
1
0
月
1
5
日

白
河
高
原
カ
ン
ト
リ
ー
ク
ラ
ブ
　
ハ
ン
デ
戦

優
勝
　
帆
刈
久
雄
　
　
　
準
優
勝
　
水
野
　
栄
次

・
第
7
回
　
1
1
月
1
2
日
　
納
会

央
吹
ゴ
ル
フ
倶
楽
部
　
ダ
ブ
ル
コ
ン
ペ

優
勝
　
星
　
節
男
　
　
　
準
優
勝
　
龍
崎
　
博

・
3
1
年
度
第
1
回
　
4
月
1
5
日

白
河
国
際
カ
ン
ト
リ
ー
ク
ラ
ブ
　
ハ
ン
デ
戦

優
勝
　
佐
藤
　
善
則
　
　
準
優
勝
　
渡
辺
　
守
康

◎
サ
ー
ク
ル
活
動

。
パ
ソ
コ
ン
ク
ラ
ブ

平
成
元
号
で
最
後
と
な
る
、
地
区
会
報
「
生
き
る
」

第
8
号
を
発
行
し
ま
し
た
。
次
回
以
降
も
皆
さ
ん
に

役
立
つ
会
報
を
発
刊
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

⑳
白
河
地
区
電
衣
食

◎
O
B
。
O
G
と
花
が
つ
な
ぐ
絆
活
動

昨
年
9
月
2
7
日
、
4
0
0
ポ
ッ
ト
に
種
を
ま
い
た

花
苗
パ
ン
ジ
ー
な
ど
を
、
3
月
末
日
に
会
員
宅
に
届

け
た
と
こ
ろ
大
変
好
評
で
し
た
。
園
芸
指
導
者
鈴
木

三
枝
子
さ
ん
と
作
業
を

サ
ポ
ー
ト
さ
れ
た
、
多

く
の
会
員
と
共
に
喜
び

を
分
か
ち
合
い
ま
し
た
。

又
令
和
元
年
総
会
で
も

会
員
の
皆
さ
ん
に
提
供

し
よ
う
と
、
熱
意
を
込

め
て
準
備
中
で
す
。

㊨
い
わ
き
電
友
会

◎
O
B
。
O
G
交
流
会
開
催

1
0
月
2
3
日
い
わ
き
市
ワ
シ
ン
ト
ン
ホ
テ
ル
椿
山
荘

に
於
い
て
、
7
0
数
名
の
出
席
を
得
て
2
部
構
成
で
開

催
さ
れ
ま
し
た
。

第
1
部
の
文
化
講
演
会
は
講
師
に
噺
の
会
じ
ゅ
げ

む
い
わ
き
支
店
の
山
敵
家
小
粒
さ
ん
を
お
迎
え
し
、

落
語
「
電
話
の
向
こ
う
は
ど
ん
な
顔
」
　
の
演
題
で
開

催
し
ま
し
た
。
初
め
て
電
話
サ
ー
ビ
ス
を
開
始
し
た

1
8
9
0
年
か
ら
今
日
ま
で
の
電
話
の
歩
み
を
、
ユ
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ー
モ
ラ
ス
な
語
り
口
で
利
用
者
側
の
戸
惑
い
の
例
、

自
動
電
話
で
あ
る
に
も
関
わ
ら
ず
、
磁
石
式
電
話
の

習
性
で
、
受
話
機
を
置
い

た
状
態
で
ダ
イ
ヤ
ル
し
、

繋
が
ら
な
い
と
憤
慨
し
て

い
る
場
面
な
ど
を
演
出
し
、

大
爆
笑
の
連
続
で
し
た
。

職
場
を
離
れ
て
2
0
～
3
0

年
と
経
過
し
て
い
る
参
加

い
わ
き
営
業
支
店
長
か
ら
、
N
T
T
の
現
状
説
明
が

あ
り
、
そ
の
後
に
来
賓
の
後
藤
N
T
T
労
組
い
わ
き

部
会
長
か
ら
ご
祝
辞
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
そ
の
後

N
T
T
労
組
退
職
者
の
会
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
サ
ー

ク
ル
事
務
局
長
の
、
金
成
武
男
さ
ん
音
頭
で
乾
杯
を

行
い
祝
宴
に
入
り
、
会
員
相
互
の
親
睦
を
深
め
ま
し

た。
是
非
来
年
も
楽
し
い
講
演
を
期
待
し
て
い
る
、
と

い
う
声
に
励
ま
さ
れ
な
が
ら
終
え
た
1
日
で
し
た
。

者
は
、
改
め
て
自
分
た
ち
が
担
っ
て
き
た
仕
事
を
思

い
起
こ
す
ひ
と
時
で
も
あ
り
ま
し
た
。

第
2
部
O
B
・
O
G
交
流
会
は
、
い
わ
き
電
友
会

の
若
松
慶
子
さ
ん
が
司
会
を
担
当
。
主
催
者
の
常
葉

⑳
会
津
電
友
会

◎
新
春
の
集
い
開
催

平
成
3
1
年
3
月
2
9

日
、
8
名
参
加
の
も

と
、
熟
塩
温
泉
山
形

屋
に
於
い
て
開
催
し
．
i
∃

ま
し
た
。
い
つ
も
よ
り
参
加

人
数
が
少
な
か
っ
た

の
で
す
が
、
参
加
し

た
会
員
の
お
互
い
の

元
気
を
確
認
し
、
一

風
呂
浴
び
た
後
、
お
い
し
い
お
酒
と
料
理
を
い
た
だ

き
話
も
は
ず
み
楽
し
い
ひ
と
と
き
を
過
ご
し
ま
し
た
。


